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News 学校訪問

ご 挨 拶
皆様お変わりなくお過ごしのことと思います。「暑さ寒さも

彼岸まで」と言われますが，今年は彼岸を過ぎても各地で30℃
を超えていました。新型コロナ感染症の大きな再拡大は今のと
ころなさそうですが，いつ終息するか先が見えません。このよ

うな中ですが，３年間中断していました対面式での
科学の祭典が大学構内で再開され，11月には大学創
基150周年の記念行事が行われます。 今回はこれら
を紹介します。早く皆様と安心してお会いできます
日が来ますことを祈ります。 （辟雍会会⾧ ⾧谷川 正）

理事会メンバー

講演会（大学HPより）

今年は，埼玉県富士見市立諏訪小学校，成蹊小学校，文化学園大学杉並中
学・高高等学校とオンラインでMotsamaisa Community（MC)中学校（ボ

ツワナ共和国）で実施することにしました。 MC中学校からは校内と授業の様子がビデオ配信されました。
海外の学校内の様子は。探求学習の実施の際にも参考になるように感じました。

児童・生徒の探究心を育成している科学の祭典
9月17日に本学で4年ぶりとなる「『青少年のための科学の

祭典』東京大会in小金井」を開催しました。実験等を体験する
ブースを38開設し，夏休み生徒作品展を芸術館ホールで，サイ
エンスライブショーをS棟で開催しました。今回は，感染対策
のため事前登録制としました。
作品展では，小金井市立小中

学校14校から各校を代表した作
品137点が展示されました。作
品は身の回りで疑問に思ったこ
と，本などを読んで興味を持っ
たことなどが，いろいろな観点
から研究されていました。生徒

作品のレベルが高くなってきているのを見ますと，
学校での探求学習の成果が上がってきているように
感じます。
その中で，大会会⾧賞に選ばれましたのは，小金

井市立本町小学校 6年生藤野紗代さんの「糸の強度
を調べてみよう」でした。いろいろな糸の強度をお
もりの重さを変えて比較する実験でした。この方法は，線状物

質の強度を測定する方法として工学
的にも行われている方法であり，結
論も納得のいくもので，審査員全員
から高い評価を受けました。

科学の祭典生徒作品審査員⾧・理科教員高度
支援センター特命教授 吉原 伸敏）

東京学芸大学150年の歩み 左のタイトルの図書が学文社より発行されました。電子版は無料で大
学ホームページよりダウンロードできます（添付のチラシ参照）。

作品展ブース風景

授業風景

東京学芸大学創基150周年記念式典
11月の小金井祭の時期に，創基150周年記念式典とシンポ

ジウムが開催されます。この時期は，構内の紅葉も進みます
ので，暫く大学にいらしていない会員の皆様も，久しぶりに
大学まで足を延ばしては如何でしょうか。
辟雍会も今年で創立20周年を迎えていますので，記念式典

開催を検討しています。式典を会員相互の交流を深める懇談
の場ともしたく，新型コロナの感染状況をもう少し見極めて
来年度開催することを考えています。


